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  　　高　校　英　語　の　導　入　（時制　⑴）


　今回と次回の２回にわけて「時制」で注意すべき点をまとめておきましょう。まず今回
では基本的な時制，『現在』と『過去』についてご紹介しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（基本時制）
　英語では「時制」と呼ばれるものは２種類あります。「現在時制」と「過去時制」です。
　　　　　　　　
⑴　現在時制
　中学英語では「今」のことを表す表現を動詞の現在形を用いる，と教わりました。高校
英語ではもう少し細かく分類することになります。
　①現在の状態　　　　　　　　　　　　
　⒜Ｍｙ　ｃｏｕｓｉｎ　ｌｉｖｅｓ　ｉｎ　Ｅｎｇｌａｎｄ．
　　（いとこはイギリスに住んでいます）
　②現在の習慣
　⒝Ｉ　ｓｔｕｄｙ　ａｆｔｅｒ　ｄｉｎｎｅｒ．（夕食後勉強をする）
　③不変の真理・格言・諺
　⒞Ｎｅｃｅｓｓｉｔｙ　ｉｓ　ｔｈｅ　ｍｏｔｈｅｒ　ｏｆ　ｉｎｖｅｎｔｉｏｎ．
　　（必要は発明の母である）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●「現在形」は必ずしも「現在」のことだけではない！
　次号でも紹介しますが，「未来」のことを表すことも可能です（⒟）。またスポーツの
実況中継などで「～しました」という部分を，現在形で表すこともあります（⒠）。
　⒟Ｗｅ　ｈａｖｅ　ａ　ｐａｒｔｙ　ｔｈｉｓ　ｅｖｅｎｉｎｇ．　　　
　　（今夜パーティーがあります）
　⒠Ｍｒ．Ｍａｔｓｕｉ　ｈｉｔｓ　ａ　ｈｏｍｅｒｕｎ．
　　（松井選手，ホームランを打ちました）
　　　　　　
⑵　過去時制
　次の３つの意味があります。
　①過去の状態　
　⒡Ｉ　ｗａｓ　ｇｌａｄ　ｔｏ　ｍｅｅｔ　ｙｏｕ．（会えて嬉しかった）
　②過去の動作　
　⒢Ｉ　ｗｏｒｋｅｄ　ｈａｒｄ　ｌａｓｔ　ｎｉｇｈｔ．（昨夜一生懸命仕事をした）
　③過去の習慣　　　　
　⒣Ｉ　ｏｆｔｅｎ　ｐｌａｙｅｄ　ｔｈｅ　ｐｉａｎｏ　ｌａｓｔ　ｙｅａｒ．
　　（昨年はよくピアノを弾いていたものでした）
　　●この意味の場合，しばしば『頻度を表す副詞』が用いられることがあります。
　　　『反復・繰り返し行われた行為』を示します。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
⑴ｃｏｍｅ　と　ｇｏ
　
　

Ａ：食事の用意ができたわよ。　Ｂｒｅａｋｆａｓｔ　ｉｓ　ｒｅａｄｙ．
Ｂ：はーい，今いきまーす。　　Ｏｋ，Ｉ’ｍ　ｃｏｍｉｎｇ．









　日本語で「行く」「来る」は英語では，ｇｏ，ｃｏｍｅです。どなたでもご存じの単語
です。しかし上の対話文の下線部はどうですか？「いきます」をｇｏではなく，ｃｏｍｅ
を使って表しています。次のような理由があるのです。
　　　　　　　ｃｏｍｅ：話題の中心〔場所〕に向かう動き　
　　　　　　　ｇｏ：話題の中心〔場所〕から離れて行く動き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　お客さまのお宅にお邪魔していて，「もう失礼いたします」という場合には次のように
言います。　⇨　Ｉ　ｍｕｓｔ　ｂｅ　ｇｏｉｎｇ．　　　　　　　　　　　　
⑵ In our school we have an English conversation class. To this class we invite
　people from other countries.　（本校には英会話の授業があります。この授業に海外
　からいらした方々をゲストとしてお招きします）
  下線部の英文に注目して下さい。文頭のＴｏ　ｔｈｉｓ　ｃｌａｓｓはどういうことで
しょうか。これは，「ｉｎｖｉｔｅ　Ａ　ｔｏ　Ｂ」（ＡをＢに招待する）のｔｏ　Ｂに
あたる部分です。下線部のみを単独の英文として書く場合には次のような表現も可能です。
 We invite people from other countries to this class.
　ではなぜ語順が変わってしまったのでしょうか？理由がありそうです。前文の最後が，
....an English conversation class.ですから，to this class を文頭に持ってくること
により，２つの文を無理のない自然な形でつなげることができます。このように自然な文
のつながりを作ることで，読み手や聞き手にとって，負担のない情報を与えることができ
るのです。また，相手の注意を引きつけ，たたみこんでゆく手法とも言えます。　
　●会話をする場合でも，作文をする場合でも，必ず手前の文との関連性を重視し，文の
　　最初はなるべく相手にとって知っている内容であることが好ましいということです。
　　最近の英語教育の世界では，コミュニケーションの立場から，「情報構造」（言いた
　　いことを伝える表現）に注目する説明をすることがあります。　　　
　英文の最初（主部）には，お互いに知っている情報（＝旧情報）を言い，後方にゆく　　
　につれて新しい情報（＝新情報）を付け加えてゆく。
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　今回は「未来」について検討します。ｗｉｌｌ，ｓｈａｌｌという助動詞ばかりではな
く，なんと現在形を使っても「未来」のことを表すことができるんです。すごいですね。
　もう一つ，「進行形」についてもご紹介しておきます。これも単なる一時的な状態のみ
ならず，さまざまなことが表せます。また，動詞ならば何でも進行形にできるとは限りま
せん。動詞はかなり大切なのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（進行形と未来形）　
⑴　進行形
　進行形は基本的に「ある時点での進行中の動作・一時的な状態」を表す時に用います。
　⒜Ｉ　ａｍ　ｔａｋｉｎｇ　ａ　ｓｈｏｗｅｒ．（シャワーを浴びてるの）
　⒝Ｗｈｅｎ　Ｉ　ｖｉｓｉｔｅｄ　ｈｅｒ，　ｓｈｅ　ｗａｓ　ｓｔｕｄｙｉｎｇ．
　　（彼女を訪ねたとき，勉強中でした）
●注意すべき進行形　　
　①進行形の文中に always, constantly, foreverなどが含まれている場合＝非難・悪口
　⒞ My sister is always complaining about her dress. 
　　（妹はいつも洋服について文句ばっかり言っている）
　②「進行形」を作れない動詞　
　「状態動詞」〔 be,have( 持っている) など継続の意味が含まれる動詞〕は進行形不可。
　（「動作動詞」は原則として進行形が作れる）
　⒟×Ｉ　ａｍ　ｋｎｏｗｉｎｇ　ｈｅｒ．⇨Ｉ　ｋｎｏｗ　ｈｅｒ．
　⒠○Ｉ　ａｍ　ｈａｖｉｎｇ　ｄｉｎｎｅｒ．（ｈａｖｅ＝ｅａｔ〔動作動詞〕）
　（⇨詳細は英文法教材の，ｐ．１６を参照して下さい。）
⑵　未来を表す表現
　中学英語で初めて登場した表現は，ｗｉｌｌ，　ｓｈａｌｌを用いる表現でした。この
助動詞は，「現在」や「過去」の時における『気持ち』を示すものに過ぎません。
　基本的には「未来」のことはｗｉｌｌを用いて表現すればＯＫです。「単純未来」とか
「意志未来」という区別はありますが，ほとんど気にしなくて結構です。
●「注意すべき事項」
　①ｗｉｌｌ≠ｂｅ　ｇｏｉｎｇ　ｔｏ
　基本的に，ｗｉｌｌは「不確実な予定」を表す，と理解しましょう。変更もあり得るわ
けです。Ｂｅ　ｇｏｉｎｇ　ｔｏには「確実な意志・予定」が入ります。
　⒡Ｔｈｅｙ　ｗｉｌｌ　ｇｅｔ　ｍａｒｒｉｅｄ　ｎｅｘｔ　ｙｅａｒ．
　（二人は結婚する予定だ）〔この場合，二人が別れることも十分考えられる〕
　⒢Ｔｈｅｙ　ａｒｅ　ｇｏｉｎｇ　ｔｏ　ｇｅｔ　ｍａｒｒｉｅｄ．
　（二人は結婚するつもりでいる）〔もう結婚式の日程を数えているラブラブ状態〕
　②「時や条件を表す副詞節内では，未来のことは現在形で代用」
　●これは「時制」の中ではとても重要な事項です。どんな試験問題にも出題されます。
　⒣Ｉ’ｌｌ　ｇｏ　ｓｈｏｐｐｉｎｇ　ｉｆ　ｉｔ　ｉｓ　ｆｉｎｅ　ｔｏｍｏｒｒｏｗ．
　tomorrowという語は〔未来の時を表す副詞〕です。下線部の節は『副詞節』。このような
場合に，ｗｉｌｌ　ｂｅとはせず，現在形のｉｓで代用するのです（この理由については
後日検討する機会を持ちます）。
　（ⅰ）「時」を表す接続詞⇨ｗｈｅｎ，ｗｈｉｌｅ，ｂｅｆｏｒｅ，ａｆｔｅｒ，
　　　ａｓ　ｓｏｏｎ　ａｓ，ｔｉｌｌ（ｕｎｔｉｌ），など。
　（ⅱ）「条件」を表す接続詞⇨ｉｆ　
　③「ほぼ確実な予定を表す現在形」　
　単なる予定にとどまらず，もう確実にその行為・動作が行われると分かっている場合に
は（時刻表・行事予定など），ｗｉｌｌなどを用いることなく，現在形で代用します。
　⒤Ｔｈｅ　ｆｉｒｓｔ　ｔｒａｉｎ　ｓｔａｒｔｓ　ａｔ　４：３０．
　⒥Ｔｏｍ　ｌｅａｖｅｓ　ｆｏｒ　Ｔｏｋｙｏ　ｎｅｘｔ　ｗｅｅｋ．
　　（トムは来週東京に向かいます）　
　④進行形その他による「近接未来」
　⒦Ｊｉｍ　ｉｓ　ｌｅａｖｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｔｏｋｙｏ　ｔｈｉｓ　ｅｖｅｎｉｎｇ．
　　（ジムは今夜東京に向けて出発する）
　⒧Ｉｔ　ｉｓ　ａｂｏｕｔ　ｔｏ　ｒａｉｎ．（まさに雨が降ろうとしている）
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
⑴ What will happen if machines become more powerful than people ?
　（もし機械が人間以上に強くなるとしたらどうなるだろうか）
　下線部中の動詞(become)に注目して下さい。will become とはなっていません。理由は
「条件を表す副詞節」だからです。　　
⑵Ｉ　ｆｅｌｔ　ｈｉｓ　ｖｏｉｃｅ　ｃａｍｅ　ｆｒｏｍ　ｈｉｓ　ｓｏｕｌ．
　Ｓ　　 Ｖ　　　　　　Ｓ’　　　　　　Ｖ’　　　
　（彼の声は魂から絞り出されるような感じがした）
　明確な動詞が２つ(felt, came)確認できます。Cameの主語は his voiceです。すると，
his voice came (from his soul)でまとまった「文」と理解する必要があります。
  Feltはfeel（感じる）という意味の他動詞（目的語を必要とする動詞）の過去形です。
目的語に相当する部分は次のような名詞節と考えればよいでしょう。ｔｈａｔの省略。
⑵' Ｉ　ｆｅｌｔ　（ｔｈａｔ）　ｈｉｓ　ｖｏｉｃｅ　ｃａｍｅ　ｆｒｏｍ．．．
　♢こんなに使える中学英語(10)♢
　　
